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【ムダなダム裁判】

☆対怖ホ県知事03ダム訴訟・控訴審

(平成23年 (行コ)第 169号)東京高栽第4民事部

今後の期日は 5月 16日 (木)15:00～ 16:00 弁論準備

6月 20日 (木)15:00～ 弁論

ズオー震弁護士 /c~よう 《栃木・3ダム訴訟報告》

1 東京高等裁判所第 4民事部・弁論準備
2013年 3月 11日 午後 1時 15分～ 25分・ 16階ラウンドテーブル

2 出席者
裁判所一小池裕裁判長・浅見左陪席

証人2名を予定 (早乙女正次さん他)

ムダなダムをストップさせる栃木の会

″ ノ」

“

要霧形減覇幽め″

日 時 :2013年 4月 19日 (木)18:OO～ 18:25

場 所 :栃木県弁護士会館

ムダなダム裁判も大詰めを迎えています

大木弁護主による訴訟報告があります

万障お繰り合わせてご出席ください



控訴人側一大木、高橋、若狭、服部、野崎 (以上代理人)、 嶋津、高橋比呂志 (控訴人)

被控訴人側一谷田、平野、船田、白井、外指定代理人 6名

内容

111 提出書面等

控訴人ら

控訴人ら提出の控訴審証拠説明書 7、 甲B209～ 甲B215(関准教授の第 5意見、経歴書、東
京訴訟証人調書、東京訴訟の嶋津意見書、証言の資料、証人調書、更正調書)を取 り調べるc
被控訴人

第 2準備書面陳述、乙 85～ 91を取 り調べ

② 今後の進行予定
被控訴人

浅見主任から、「乙87(栃 木県南地域における水道水源確保に関する検討案は、これはど
う具体化されるのか、また、これと本件訴訟の関わりはどうなのか。)と の釈明があり、被控

訴人は、「3月 末までに確定させて国交省に提出する予定である。」旨回答するとともに、その

提出書類を証拠として提出すること、及びその内容と本件との関わりについての準備書面を4

月末までに提出することになった。

被控訴人

その後、浅見主任から、全体で、控訴人側の主張・立証は終わったようなので、次回期日 (5

月 16日 午後 3時)は弁論期日にしてもいいのかなと思うという趣旨の発言があつた。そこで、
大木が、「控訴人としては、被控訴人の第 1準備書面をも含めて、被控訴人の主張に対する反

論の書面を提出したいし、また、思川の利水問題については、前にも述べたように証人申請を

予定している。なので、次回は予定どおり弁論準備期 日として、弁論期日は次々回としてもら

いたい。」旨発言したところ、裁判長もこれを了として、次回は弁論準備期 日として、控訴人

側としては、反論の準備書面と証人申請をすることになった。

次々回期日

6月 20日 午後 3時からとし、弁論期 日の予定となった。
その他

浅見主任から、東京訴訟以外の他訴訟の進行状況について間かれたので、大木が「他訴訟に

ついても5月 から6月 に掛けて進行協議を終了して弁論期日が指定される状況である。本件が

3つのダムを対象としている′はで控訴が最も遅れたが、控訴審に入つてからの進行は最も早い

ものになっている。」旨回答した。浅見主任は、「本件は本件として進行しているので、他訴訟

の進行は関係ない。」と言つたような趣旨の発言をしたが、裁判所としても、本件の進行状況

については、特に問題視している様子はないc

13)今後の控訴人側の準備等

弁論準備後裁判所の待合室で協議した結果は以下のとおり。

被控訴人の第 1準備書面及び第 2準備書面に対する反論の書面と思川開発事業の利水に関

する証人 2名 を予定 (1名 は元県職の早乙女正次氏、もう1名 は県の現責任者)c

__反論の準備書面については、全体弁護日で検討車の群馬訴訟の主張を活用し、早乙女氏に対
する依頼は大木が行 うこととし、詳細は3月 21日 のオンブズパーソン栃木の定例会の際に検
討することになった。

―́― ´          訴訟報告は以上



0

2月 18日 に開かれた栃木県公共事業評価委員会では「栃木県南地域における水道水源確保に関する

検討 (案 )」 のパブコメ (意見公募)結果が資料として出され、同時に行われた関係 2市 3町の首長への意

見聴取の結果も資料として出ていました (事務局だよりNo.42の 5ページ参照)。
この件に関し、下野市と栃木市においては3月 市議会で質疑が行われました。

下野市議会では、3月 1日 の一般質問で、市長の「賛成」意見を撤回するよう求めた議員に対し、市

長は「当面は地下水に依存する方針だが地下水には課題も想定されるので、将来を見据えて安心、安定

した水道水の供給に備えたい」などと県と同じ主張をしたそうです。

また栃本市議会では 2人の議員が質問したようです。「南摩ダム計画における栃木市の取水について」

の質問に市長は「取水の多様性は必要という県の計画とおりの答弁」、一方で「県が言 うとおり取水量

の計算をしたが、栃木市の上水道計画において向こう10年は地下水を使 う。南摩ダムにのるわけでは
ない。県が確保する表流水量を計算したが、実際に栃木市がそこから取水するというのは違う」と答弁

しました。市の水道関係者も栃木市としては南摩ダム計画にのるつもりはない、と言つているようで、

現場レベルでも市の上層レベルでも表流水を使 う気はなさそうに思われます。今後、議会議事録を確認

する必要があります。県は今回の公共事業評価委員会の結果を報告書にまとめ国交省に提出し、問題点

をすり替えたまま、思川開発事業への参加を進めていくようです。 (文責 :葛谷 理子)
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日 時 :4月 27日 (土)9時～ 13時 (小雨決行)
集 合 :9時に鹿沼市上南摩室瀬ノヾス停付近
持ち物 :昼食、飲み物、双眼鏡、ルーペ、長靴、ネット等適宜

参加費 :200円
共 催 :ムダなダムをストップさせる栃木の会・思川開発事業を考える流域の会

日本野鳥の会栃木県支部・水環境条例制定ネットワーク

連絡先 :各会事務局又は塚崎(0288-26-3324)・ 葛谷 (028-634-9070)

・5月 11日 (土)《ネイチャーガイドと歩<吾妻渓谷ウォーキング》
集合 12時 30分に川原湯温泉駅。参加費 1000円 (予定)

・5月 12日 (日 )《新緑の現地見学会》

集合 12時 30分に川原湯温泉駅。参加費 2500 ttυ スヾ代込み)
吾妻渓谷、水没予定地、ダム関連工事や遺跡の現場などをマイクロノヾスで見学。

ネイチャーガイド同伴。

θ参加申込みは 4月末きでに群馬夢務局へ (027-253-6706、 090-4612-7073)
・訴 E発菱磁昇た場霊・」勃撃 /5■鰯 /6χ,9メュ l■■原湯温隷 ブ乏し2θ 建舅クセ著ス%
。昼食1意事前に済まどでくださしら多 雁 数 多 殊 a

義鐸義陽の月彫 ′

2012年 度 (2012年 4月 1日 ～ 2013年 3月 3
1日 )の年会費が未納の会員には、この事務局だよりに
振込用紙を同封させて頂きました。訴訟維持のために年会

費を納入して下さるようお願い致します。行き違いとなり

ましたらご容赦ください。なお、カンパも歓迎します。

ムダなダムをストップさせる栃木の会

事務局 :鹿沼市貝島町472-7
丁EL:0289-63-1571
FA× :0289-63-1571

年会費 :3,OOO円

:   垂F便振替□座 :○0140-1-500609


